
運営委員会だより               
◇ 第３回総会と特別企画、５月２０日に 

 今年の桜の開花には、やきもきしましたね。会

員のみなさんのお近くの桜はいかがでしたか。教

育会館３階から見える前橋公園の桜は４月１３

日（金）満開。「こんな時に部屋の中で会議なん

て無粋だよ。外で花見しながらにしようよ」とい

う某運営委員の声に動揺しつつも、総会特別企画

をめぐって真剣な議論をしました。同封のチラシ

案内をご覧のうえ、ぜひあなたも知人友人を誘っ

てご参加下さい。 

◇ 今回のニュースはいかがですか。 

下田由佳さんと長谷川陽子さんの若いセンスと

技が加わった「倉林ニュース工房」、親しみやすく

充実した紙面をめざしています。 

◇ 群馬県再チャレンジ支援（未就職卒業者支

援事業）２年目 

新入生・新入社員が入って、学校にも会社にも

フレッシュな風が吹いていることでしょう。しか

し、卒業しても「正社員」になれなかった若者が

増え、社会問題になっています。彼らの胸のうち

が思いやられます。 

群馬県は昨年度、「再チャレンジ支援」事業を実

施しました。３年以内に高校・短大・専門学校・

大学を卒業した未就職者を対象に、６ヶ月間の有

期雇用（この間の給料は県が負担）で働きながら、

企業実習と職場外研修でスキルを身につけ正規雇

用につなげるという事業です。群馬県若者就職支

援センター（ジョブカフェフェぐんま）では、ス 

 

タッフ総力あげて取り組み、１５８名の若者が正

規雇用につながりました。私もカウンセラーとし

てささやかなお手伝いをしましたが、晴れて「正

社員」になれた笑顔の若者に、思わず握手！今年

度もこの事業を継続します。お近くで悩んでいる

若者がいたら、まずは気軽にジョブカフェへと、

勧めて下さい。 

◇グループホーム宿泊体験 
 春休み、鹿児島の母（９２歳）がお世話になっ

ているグループホームを訪ねて、今回は一緒に寝

泊りしました。独り暮らしでウツ状態だった時と

比べると、見違えるように元気になっています。

食事作りから、日々の暮らしのお世話、リクレー

ション…、若いスタッフの親切な介護に頭が下が

りました。９名の認知症老人に夜は一階に一人ず

つの宿直、１時間ごとに見回ってくれます。平野

和弘教授（東洋大）らは、高校福祉科のライフコ

ースを追跡調査していますが、彼らは紆余曲折あ

りながらも、地域で高齢化社会の福祉を支えるち

からとして育ちつつあるとのことです。しかし、

介護・福祉の世界だけは求人数に比して応募が少

ない。この仕事に対する社会の評価と待遇の大幅

な改善に、私達も応援しなくてはと思います。 

母の個室の床に布団を敷いて寝る私に「寒かろ

うが、ぐらしか（かわいそう）ねえ」と気遣う母。

認知力は衰えても感情は失わないのだと実感しま

した。           （瀧口 典子）

今後の主な予定 
５月１１日（金）１８時～     評議員会（教育会館１階会議室）  

５月１２日（土）～１３日（日）  民主教育研究所評議員会、２０周年記念研究集会  

５月１８日（金）１３時～     スダジイ楽書会（フォーラム）   

５月２０日（日）１３時～     フォーラム第３回総会（前橋市総合福祉会館）  

        １４時半～１７時 特別企画「若者はどこで育つのか」 

５月２５日（金）１３時～     教育ネットワークぐんま事務局会議（フォーラム）  

５月２６日（金）１４時～     近現代史ゼミ「沖縄③」（前橋市総合福祉会館） 

６月 ２日（土）１３時～     子どもとメディア研究部会（フォーラム）  
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